
 

 

２０２２年度（令和４年度）事業報告書 
 

２０２２年（令和４年）４月１日～２０２３年（令和５年）３月３１日 

１．概況 

埼玉県知的障害児者生活サポート協会がスタートし１７年目となる２０２２年度は、新型

コロナウィルスが３年にわたり猛威を振るう中で、事業を進めることのさらなる困難さと日

常的な活動の不自由さを痛感させられる年となってしまいました。制度をご利用いただく多

くの皆様にも大変なご不便とご迷惑をお掛けしてしまい多くの反省と課題を残す一年とな

ってしまいました。 

その中において、少しでも会員拡大活動を目指して、株式会社ジェイアイシーと連携し、

特別支援学校での説明会を実施し、さらに未加入の施設へＤＭ工作を実施し、また障害があ

る方の自立を支援する団体「クッキープロジェクト」に広告協賛団体として応援参加し「埼

玉県知的障害児者生活サポート協会」の団体名を広く知っていただく機会とさせていただき

ました。 

また、助成金交付事業においては、事業実施にあたりコロナ対策費用計上に対し、助成金

の交付を１０万円増額する特例を令和３年度に引き続き設け、助成金交付事業の開催への一

助としました。しかしながら、コロナ感染症対策による事業自粛、縮小等の影響により思う

ように交付事業が開催されなかった一年となりました。 

この一年の試行錯誤を基に、今後とも｢互助の精神｣を忘れることなく、会員の皆様から信

頼いただけるサポート協会となるべく、より一層の努力をしてまいります。 

 

 

２．事業 

（１）会員拡大に向けた活動 

    ２０２２年度新規加入者は５０８名、２０２２年度末会員数９，１８１名 

２０２２年度 プラン別会員数 Ⓐ５，１０２名 Ⓑ３，０６９名 Ⓒ１，０１０名 

 

（２）支部長会・研修会 

    実施：２０２２年１２月２日 

支部長会開催（埼玉県県民健康センターおよびオンライン併用） 

     研修会「病気予防・事故防止」2022年版解説講演。 

株式会社ｼﾞｪｲｱｲｼｰリスクマネジメント担当顧問 高橋 勝 様講演。 

 

（３）広報に関する活動 

・会報誌「埼サポ１４号」発行  ２０２３年１月１日（１０，０００部） 

会員の方が、読みやすく親しみやすい内容となるようにオールカラーにした。 

ページ数を８ページとし、会員の方から２０２２年度に寄せられたアールブリュット展

「作品」102点全てを紹介。助成事業報告として、支部が行った「研修会」の記事を掲載。

サポート協会を広く知って頂くために、既存の会員以外に、特別支援学校卒業生への案内

や新規加入希望者へのパンフレット送付時にも同封した。 

 

・「アールブリュット作品集」制作 ２０２３年１２月（６００部） 

 ２０１７年より２０２２年までに応募いただいた全２７２点を集積した作品集を制作

し、各支部、作者等へ送付した。年々応募作品は増加しており、会員の日々の活動への一

助となるよう今後もアールブリュット展を周知し、参加を促すよう努力する。 

作品集制作費用７２６，０００円（全国サポート協会より助成金２００，０００円） 

 

 

第１号議案 



 

 

 

（４）助成事業 

    ２０２２年度助成事業は、申請、実施ともに 6 支部（８７４，７８８円）に、クッキー

プロジェクト広告協賛費(５０，０００円)の合計９２４，７８８円となった。コロナ対策

費用の特例措置を令和３年度より継続、予算枠を拡大し助成金交付拡大を図るも思うよう

に申請数は伸びなかった。次年度は、助成金交付事業の案内発信を早め、拡大へ修正する。 

 

 申請団体 実施日 助成金額 

① 久喜市栗橋手をつなぐ育成会 11/27 176,050円 

② 草加光陽育成会 1/7 100,000円 

③ かわせみ保護者会 2/18 100,000円 

④ NPO法人 チャレンジ 2/26 198,738円 

⑤ 社会福祉法人けやきの郷初雁の家 3/11 200,000円 

⑥ 社会福祉法人邑元会しびらき 3/26 100,000円 

⑦ クッキープロジェクト 3/29～3/31 50,000円 

 

① 支部：久喜市栗橋手をつなぐ育成会 実施１１月２７日 助成金：176,050円 

事業名：「アートのこのこ展」 

目的：埼玉県障害者アートで活躍の林良樹氏の作品展示とともに障害児者生徒の作

品を展示 

       成果：障害者アート発信の場となり、アートの力強さや魅力を地域の方々に伝える

ことができた。 

 

② 支部：草加光陽育成会   実施１月７日   助成金：100,000円 

事業名：草加わっぱ祭り演舞への参加のための団旗制作 

目的：子供たちを中心に障害や貧困問題を持つ人々とともに楽しみ支えあうこと。 

       成果：3 年ぶりの演舞参加、緊張の中懸命さが伝わり障害者理解へとつながった。 

 

③ 支部：かわせみ保護者会 実施 2月 11日 助成金：100,000円 

  事業名：かわせみ公開実践検討会 

   目的：障害者権利条約を基に、運営課題の検討、実践報告に基づく理念の確認。 

   成果：事業所オンライン参加 90名、保護者 10名の参加により、講演、報告会実施。 

 

④ 支部：NPO法人チャレンジ 実施 2月 26日 助成金：198,738円 

      事業名：「行動障害児・者とその家族への PBS支援」基礎編 講習会 

目的：英国の先駆的臨床事例を通して保護者・支援者に、行動障害を理解、正しい

対応の基礎を学んでもらう。 

       成果：講演を通して行動障害を理解、正しい対応の基礎を学び、次回応用編への足

掛かりとなった。 

 

⑤ 支部：社会福祉法人けやきの郷 初雁の家 実施 3月 11日 助成金：200,000円 

      事業名：「初雁の家 障害福祉サービス事業所の BCP作成と BCMの構築」 

        目的：けやきの郷全施設の BCP作成と BCMの構築及び訓練事業 

        成果：被災当時の振り返りの共有により結束力が高まり、経験に基づく BCP 作成。 

 



 

 

 

⑥ 支部：社会福祉法人邑元会しびらき 実施 3月 26日 助成金：100,000円 

  事業名：しびらき祭り 

   目的：利用者、外部、地域の方々との交流の場、企画、運営を通し人材育成。 

   成果：コロナ対策としてのモニター設置に助成金を活用した。 

 

⑦ クッキープロジェクト広告協賛 実施 3月 29日から 3月 31日 助成金：50,000円 

  事業名：クッキーバザール 

   目的：クッキーバザール広告協賛により、サポート協会の認知拡大。 

   成果：3日間の開催、1,190 客の購買者数。HP でも協賛告知。継続して支援する。 

 

  （５）事務所移転 

     旧事務所母子福祉会館の老朽化に伴う新事務所への移転が、２０２２年８月の２０２２

年度第 1回臨時理事会にて承認され、また、埼玉県手をつなぐ育成会とは個別に新事務所

を構えることとなり、２０２２年９月 7日より新事務所へ移転となった。 

    新事務所：埼玉県さいたま市浦和区岸町 4-20-10 アクシーズタワー浦和岸町 2階 

     

３．会議の開催 

 

  （1）定時社員総会  

    第９回定時社員総会 開催日：６月１５日（水） 

オンライン,母子福祉会館事務所 2階開催を併用、出席及び書面表決にて実施 

    審議事項 第 1号議案 ２０２１年度事業報告承認について 

      第２号議案 ２０２１年度決算報告および監査報告承認について 

第３号議案 理事の選任の件について 

     事業報告事項 ①２０２２年度事業計画について 

            ②２０２２年度収支予算について 

 

（2）理事会 

   ① 第 1回理事会 開催日  ５月２４日 オンライン開催 

     審議事項 第 1号議案 ２０２１年度決算報告について 

          第 2号議案 理事の推薦について 

          第３号議案 事務所移転について 

          第４号議案 総会日程について 

          第５号議案 役員賠償責任保険について 

        

②  第２回理事会 開催日 ３月１５日 オンライン開催 

     審議事項 第 1号議案 ２０２３年度事業計画と予算（案）について 

          第 2号議案 理事、監事改選に伴う役員の推薦について 

          第 3号議案 ２０２３年度第 1回理事会および総会日程について 

          第 4号議案 役員賠償責任保険について 

           

  （３）臨時理事会  

   ①第１回臨時理事会 開催日 ８月１９日 オンライン開催 

     審議事項 第１号議案 事務所移転について 

          第２号議案 アールブリュット作品集制作について 

          第３号議案 補正予算について 

          第４号議案 個人情報漏洩保険について 



 

 

  

 （４）監事会     開催日 ５月１１日 母子福祉会館事務所 2階にて開催 

          ２０２１年度事業報告、収支決算報告について監査会実施 

    

 

 

４．全国知的障害児者生活サポート協会および関東甲越ブロックとの連携 

（１）全国サポート協会主催 アールブリュット展に応募 

全１０２点の応募作品が支部より提供された。全国サポート協会規程では５作品まで

の推薦枠であるが、応募作品が全国でもとびぬけて多いことから、推薦枠拡大の交渉を

行い、１０作品を推薦した。推薦作品はカレンダーへ掲載された。 

   

（２）第 16回関東甲越ブロック会議へ参加 

     全国サポート協会主催会議。なのはなサポート協会幹事、オンライン開催に参加。 

開催日 １０月７日   

（１都８県サポート協会、全国サポート協会、AIG、JIC参加） 


